
会 議 等 経 過 報 告 書 

１．件 名 令和８年度第１回大船渡市立図書館協議会 

２．日 時 令和８年７月 22日（水） 午後１時 30分～午後３時 30分 

３．場 所 大船渡市民文化会館（１階展示ギャラリー） 

４．出 席 者 

委 員 ： 藤村敏夫会長、木村副会長、金野洋子委員、今野晋委員、佐々木規子委員、 

白木澤京子委員、高橋由美子委員、村上泰子委員 

図書館 ：（市）迎山館長、菅野係長、田中主任 

（指定管理者）原田総括責任者、中井業務責任者、小野寺副業務責任者 

会 議 等 の 内 容 （要 旨） 

 

１ 開会（進行：迎山館長） 

   委員出席状況の確認。出席８名。 

 

２ 委員紹介（迎山館長） 

 

３ 会長及び副会長の選任について（迎山館長） 

委員の互選により、次のとおり決定した。 

会長 ：藤村委員 

副会長：木村委員 
 

４ 会長あいさつ（藤村会長） 

 

５ 部長あいさつ並びに職員紹介（迎山館長） 

 

６ 議事（進行：藤村会長） 

 

報告第１号 令和７年度図書館事業の実施状況及び利用状況について（菅野係長、原田総括責任者説明） 
 

■（佐々木委員） 

寄贈される雑誌の分野や寄贈の状況についてどうなっているか。  

 

（中井業務責任者） 

定期刊行物は発刊者から寄贈されているほか、個人から毎号寄贈され直接書店から納品されている

雑誌が１誌ある。図書は郷土資料のみ受け入れ、雑誌等は図書館で選定している。  

 

■（白木澤委員） 

消防訓練の想定出火元をどこにしているか。また、利用者の避難だけでなく重要な財産である図書

の保護も重要である。  

 

（原田総括責任者） 

市民文化会館指定管理者と合同で訓練を実施（想定出火元はレストランやスタジオ）。現在は利用

者・スタッフの安全確保と避難誘導を最優先としており、図書確保の具体的手順までの訓練には至っ

ていない。  

 

（菅野係長） 

津波警報時等の対応について、人命優先を基本としつつ、移動図書館車の停車、鍵かけなどの詳細

な方法まで指定管理者と調整している。事前検討を重ねることで、緊急時に利用者・スタッフを守り、

可能な限りでの車両や図書の保護につながると考える。  

 



 

協議第１号  令和８年度図書館事業計画（案）について（原田総括責任者説明） 

■（金野委員） 

配本における図書紛失はあるか。  

 

（中井業務責任者） 

返却忘れはあるが、都度連絡しており、紛失はない。  

 

（金野委員） 

学校現場では図書室の本の水濡れや破損が生じる場合があるが、司書による修繕方法の研修により

学校側で修繕対応が可能になった。  

 

■（佐々木委員） 

図書購入予算確保の観点から、除籍資料を有料で販売できないか。  

 

（菅野係長） 

図書館の資料は税金による公有財産であり、法的にも図書館サービスでの有料化が制限されている

ため、譲渡による収入化は困難である。  

 

■（藤村会長） 

高校生の利用状況はどうか。  

 

（原田総括責任者） 

貸出冊数は多くないものの、自習や読書などで年間を通じた館内利用が増加している。今後、高校

図書館との連携も進めたい。  

 

（今野委員） 

スマホ利用の増加等により学校図書館での貸出が低調化しており、校内の委員会活動として広報や

図書紹介も行っているが難しい状況にある。  

 

（高橋委員） 

中学校では学校図書館を、本を借りなくても安心して過ごせる「居場所」として利用する生徒が増

えている。他人が触れた本への抵抗感から本を購入するという傾向も一部に見られ、貸出のあり方が

変化しているのではないか。  

 

■（村上委員） 

小学校２年生の生活科見学での子どもたちの反応はどうか。  

 

（中井業務責任者） 

子どもたちは関心を持って見学しており、館内掲示などを通じて保護者へも伝えている。保育園の

見学も好評を得ている。  

 

（菅野係長） 

自由に選んでよい状況でも本を選べない子どもがいるが、職員とのコミュニケーションを通じて選

べるようになる場合もある。探す楽しさを伝えることが、将来的な図書館利用の基礎になるのではな

いか。  

 

（佐々木委員） 

子どもが保護者を誘って再訪できるようなきっかけ作りが必要。  

 

（白木澤委員） 

おはなし会に同行する大人の関心の高さを活かし、大人向けに「子どもを本へ誘う方法の講座」な

どを開催してはどうか。  



 

■（木村副会長） 

だっこでおはなし会の対象は幼児に限らず、小学２、３年生でも可能ではないか。親子で読書を楽

しむ時間が生涯の読書習慣につながる。  

 

（金野委員） 

学校図書館において、文字の大きさ順の配置など、発達段階に合わせた本棚の工夫をしていきたい。 

言葉を覚える場として本は重要である。また、カウンターでの日常会話や声かけを通じたコミュニ

ケーションが「楽しい場所」の雰囲気作りとして大切である。  

 

協議第２号  令和８年度図書館資料購入計画（案）について（原田総括責任者説明） 

■（藤村会長） 

雑誌購入費について、前年度同様と見込んでいるか。  

 

（原田総括責任者） 

休刊や値上がりの影響を受ける分野ではあるが、計画どおりの予算内で収めていく。  

 

５ その他 

 

・大船渡市立図書館利用者アンケートの自由記載への回答（原田総括責任者） 

別紙資料により説明。 

 

■（白木澤委員） 

アンケート回答が丁寧であり、過去のアンケートよりも苦情が減っているのはスタッフ研修の成果

ではないか。 

市民文化会館イベント時の駐車場誘導員への「図書館利用者枠」の周知徹底をお願いしたい。  

 

（原田総括責任者） 

市民文化会館指定管理者に情報を共有する。  

 

６ 閉 会（午後３時 15分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


